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前文 

2007年 1月 31日午前 10時頃、トラワス大仏を出発して Mojokertoの Trowulang遺跡博物館に向かっ

た。 

遺跡博物館の入り口は南緯 7度 33分 35秒、東経 112度 22分 54秒、標高 44m。 

遺跡博物館に着いたのは 11時頃であった。内部を見学しようとすると博物館の Puspita Agustina という

ガイドさんが案内してくれた。 

彼女はクリスチャンだが、輪廻転生を受け入れていて、友人にも数人同好の士がいるようであった。その

一人が数日前に「もうじき日本人が博物館に来るから案内しなさい」と彼女に言ったが彼女は半信半疑で

あった。ところが突然降って湧いたように日本人である筆者が訪問したものだから、その言葉に驚き遠いカ

リマンタンにいるその友人に電話をかけたほどであった。 

Trowulanには遺跡博物館がある。八十万点の収集物があるが展示場がせまいため部分的にしか展示

されていない。吹き抜けの展示場には東ジャワ州各地から収集した神像がたくさん展示されている。これら

の神像は元の場所に安置しておくのが現状維持として最適なのだが、周辺のイスラム系住民による破壊が

進むので博物館に収納している。 

博物館の連絡先は 

Musium Archaelogi Trowulan 

Jl. Mojapahit No. 141-143, Trowulan, Mojokerto 

Tel/fax 0321-495515 

この博物館には第 23話でお話したパテジョノトの写真もあったが、寸法や位

置が記載されていなかったので、訪問の翌日データを郵送しておいた。役立て

ばいいのだが。 

これ以降は 2007年 5月 17 & 18日にこの遺跡群を再訪した時の記録も合わ

せて提示する。 

下記のパンフレットを丸のまま訳したら読みにくくなったので、再構成したしたも

のである。 
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同冊子の印刷が劣悪なため写真を転載できないのが残念であるが、モジャパヒト都の図と現在の主要

道路、緯度経度は下のとおりである。緯度経度は Google Earthにあわせてある。 

 

Trowulan遺跡(Majapahit都址)の地図。平行線で示したのは現在の道路。Trowulan遺跡博物館に行きや

すいように、曲がるべき交差点の緯度経度を掲載した。この地図は 1924年に作成した図面を基にして何度

か修正を行ったものである。 
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参考 URL 

http://www.eastjava.com/books/majapahit/html/museum.html 

http://www.ancientworlds.net/aw/Places/Place/418021 

http://id.wikipedia.org/wiki/Trowulan 

http://www3.famille.ne.jp/~kazuo/ejawa.html 

 

番号 注釈の説明 筆者の注記 

1. プリアガンの王女が惨殺された場所 ブパット広場 下の註参照のこと 

2. 重層構造となっている高い構造物 元図中に番号なし 

3. Muteran寺院 
 

4. Gedong寺院 
 

5. Tenggah寺院 
 

6. 中央政府交換宿舎 
 

7. Gajah Mada邸 
 

8. Caitra月に集合するための兵舎 Caitra月とはヒンドゥー暦の 1月 
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9. Jati市場 なぜ Gajah mada邸近傍に市場を置いたか不明 

10. Bhre Wengkar邸 
 

11. 高層構築物 
 

12. Bhre Wengkar邸 
 

13. 歴代王家臣住居 
 

14. 沐浴場 元図中に番号なし 

15. 沐浴場 
 

16. Siwa寺院 
 

17. Brahma僧侶宿舎 
 

18. 兵舎 
 

19. 部隊長宿舎 
 

20. 宮廷 
 

21. 大臣宿舎 
 

22. 宗教上の指導者宿舎 
 

23 住宅地 
 

24. 武士階級宿舎 
 

25. Buddha寺院 
 

26. Siwa寺院 
 

27. 舞台 
 

28. 仏教徒居住区 
 

  

註 パララトンによれば、ラージャサナガラ王はスンダ(プリアガン)の王女と野結婚を望み、スンダ側も同意して王自ら

が王女を連れてマジャパヒトを訪れることになった。両社は王都に近いブランタス川岸の停泊地ブパットで会談を持った

が、対等な結婚を予想していたスンダ側と、王女をスンダ側からの貢物としてみなすガジャ・マダの見解が対立し、つい

に抗争の末、スンダ側は王女を含む全員が殺される惨事となった。1375年のことであった。(岩波講座「東南アジア史

214ページ) 

この事件が今でもあとを引いていて、西ジャワ州には Gajamada と Hayam Wuruk という名前の通りがないということで

ある。 
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1. マジャパヒト王国について 

序文 

約 200年にわたり栄えたマジャパヒト王朝は各種の考古学的遺物を残している。これらの工芸品は、そ

のモニュメントであるチャンディや池・沐浴場などの水を使った施設、門などの一体になっているものと、神

像、浮き彫り、素焼き製品、陶器、建物の一部など元あった場所から切り離されたものから成り立ってい

る。 

マジャパヒト王朝と関連する考古学的地域はこの地域はモジョクルト県トゥロウラン郡とソオコ(Sooko)郡

にまたがった Trowulan (トゥロウラン)に存在し、その広さは 10 x 11 kmに達する。 

 

1.1 マジャパヒト王朝史 

古代の東ジャワの歴史は三つの期間に分けられる。第一期はクディリ(Kediri)王朝であり、10世紀から

1222年までである。第二期はシンガサリ王朝に引き継がれ、1222年から 1293年までである。第三期はマ

ジャパヒト王朝による支配の時代であり 1293年から 16世紀までつづいた。 

マジャパヒト王朝の創始者はウィジャヤ王でありクルタラジャサ・ジャワワルダッナ(Kertarajasa 

Jayawarddana)として初代の王位についた。当初の都はマジャの木がたくさん生えていた地域のトリック

(Trik)にあったがゆえにマジャパヒトと呼ばれるようになった。ウィジャヤ王はカラグモト(Kalagemet)を子供に

もった。学者によればカラグモトはウィジャヤ王とジャワのスマトラ遠征の際に同行したメラユの女性との間

に生まれた息子である。とある碑文ではカラグモトの母はウィジャヤ王の第一王妃と言われている。ウィジ

ャヤ王はその王国を 1293年から 1309年まで統治した。 

カラグモトは比較的若いときに王位を譲られ、ジャヤネガラ(Jayanegara)王と称した。1309年から 1328年

までのジャヤネガラ王の統治下では、父王に従ってジャヤカトワン(Jayakatwang)の反乱を鎮圧した人たち

や父王とともにマジャパヒト王朝の成立に尽力した人たちをジャヤネガラ王が軽視したことから、彼らの不

満がつのり、反乱や暴動が相次いだ。遂には同王は 1328年にタンチャ(Tanca)という名前の王族の医師に

殺されてしまった。 

ジャヤネガラ王の死後、治安維持のために、シンガサリのクルタネガラ王の王女であるパトゥニ王がウィ

ジャヤ王の妃、ジャヤネガラ王の継母となった。宰相ガジャマダ(Gajah Mada)とともに、パトゥニはマジャパヒ

ト王国の権威を取り戻すことに成功した。パトゥニ王が退位し僧籍にはいった後、依然として政治はパトゥニ

王の支配下にはあったものの、王位はその王女であるトリブアナ・ウィジャヨトゥンゴ・デウィ(Tribhuana 

Wijayotunggo Dewi)あるいはブレカフリパン(Bhrekahuripan)に継承された。 

宰相ガジャマダの援助を得たトリブアナ(Tribhuana)は、その統治の間にマジャパヒトをインドネシアの列

島のみならず外国にまで知られるような大国に育て上げた。トリブアナの治世は同王が没した 1350年に幕

を閉じ、その後は王子であるハヤムウルク(Hayamwuruk)が王座についた。 
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マジャパヒトは、ガジャマダが没した 1365年までハヤムウルクの治世で黄金期に達した。ハヤムウルク

が没した 1389年以降は兄弟の間の紛争で王国は揺れてしまった。 

ハヤムウルクに交代したのは、ウィクラマワルダッナ(Wikramawarddana)と結婚したクスマワルダッニの娘

であった。一方、ハヤムウルクの妾腹の子であるウィラブミ(Wirabhumi)は王位継承を強く要求した。この問

題を解決するためにマジャパヒトはその王国を二つに分割し、東半分をウィクラマワルダッナに、西半分を

クスマワルダッニとウィクラマワルダッナの統治地域とした。その後もこの両王国間における軋轢は続き、

パラグレグ(Paragreg)の悲劇という名で知られている兄弟戦争が、1403年から 1406年まで継続した。最終

的にはウィクラマワルダッナ派が勝利し、ウィラブミは一旦は捕まったものの逃走した。その後、王国はウィ

クラマワルダッナによって再統一がなされ、ウィクラマワルダッナは 1429年まで王国を統治した。 

ウィクラマワルダッナはスヒタ(Suhita)王女に王位を継承し、同王は 1429年から 1447年まで統治させた。

スヒタは妾腹の第二子であった。スヒタの母親は多分ウィラブミの王女であったと思われる。 スヒタの王位

継承で将来発生する問題の芽を事前に摘んでしまうことを希望していたようである。スヒタ王が1447年に没

したあとクルタウィジャヤ(Kertawijaya)が王位を継承した。クルタジャヤウィジャヤもウィクラマワルダッナの

王子であるとともにスヒタ王の腹違いの兄弟であり、王位は 1451年までと短命であった。 

クルタジャヤウィジャヤ王の後はブレパモタン(Bhre Pamotan)がスリ・ラジャ・サワルダッナ(Sri Raja 

Sawarddana)として王位を継承し、カフリパン(Kahuripan)に王都を定めた。同王の統治は 1453年に没するま

での短期間であった。同王の没後の三年間マジャパヒトは空位期間となった。歴代のマジャパヒト王族間の

対立の影響によってその統治力は王都のみならず地方でも弱まった。 

1456年になって、ブレウァンクル(Bhre Wengker)がマジャパヒトの統治を始めることになった。同王はクル

タウィジャヤ王の息子であったが、1466年に没し、ブレ・シンハウィクラマワルダッナ

(Singhawikramawarddana)として即位したブレパンダンサラス(Bhre Pandan Salas)が継承した。1468年にな

ってクルタブミがマジャパヒト王の権利を主張した。クルタブミはトゥマペルを支配していたが、シンハウィク

ラマワルダッナはダハ(Daha=クディリ地方の地名)へ退いたにもかかわらず直接統治を続けた。 

シンハウィクラマワルダッナはラナ・ウィジャヤ(Rana Wijaya)王子があり、この王子がダハで行っていた父

王に代わり 1447年から 1519年まで統治した。1478年に同王子はクルタブミ(Kertabumi)への報復戦争に勝

利し、兄弟戦争でばらばらになっていたマジャパヒト王国を再統一した。ラナ・ウィジャヤはグリンドラワルダ

ッナとして即位した。 

それにもかかわらず、マジャパヒトの権威を脅かしていたジャワ島北岸地域の発展により内部から崩壊し

ていたマジャパヒトはついには存続を続けることができなくなってしまった。 

 

1.2 マジャパヒト時代の経済 

農業がマジャパヒト王国の収入源のひとつであった。それゆえ、王国は農業に多大な注意を払っていた。

マジャパヒト自体に建設された二つの構造物、すなわちジウ(Jiu)とトゥライロヤプリ(Trailoyapuri)ダムである。
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ジウダムはｋａｌａｍａｓａの天水田であった地域に灌漑を行い、トゥライロヤプリダムは下流域(Prasasti Jiu)に

灌漑を行っていた。 

サルトノ・カルトディルジョ氏によれば、マジャパヒト王国は、マジャパヒトの社会経済は農業に依存してい

るだけではなく特にジャワ島北海岸にの諸都市における商業にも依存している半商業的農業国であったと

のことである。マジャパヒト内で重要ないくつかの港湾都市とはチャング(Canggu)、グレシック(Gresik)、シダ

ユ(Sidhayu)、トゥバン(Tuban)、スラバヤ(Surabaya)、パスルアン(Pasuruan)であった。これらの港湾都市に

はアラブ、ペルシャ、グジャラート(インドの古名)、中国、マラッカとも双方向の通商があった都市があった。 

マジャパヒト時代に通用した通貨は何種類かあり、それらはウアン・ゴボク(Uang Gobog)、ウアン・クペン

(Uang Kepeng=中国通貨)、ウアン・マ(Uang Ma)がある。マジャパヒト時代の貿易品目は、三種類に分けられ

る。ひとつは日常生活物資、二つ目は工業分野での製品、三つ目は島嶼産品であった。商業はマジャパヒ

トでは極めて重要な経済活動のひとつを構成していた。余剰農産物は生活物資としての交易物となってい

た。 

 

1.3 マジャパヒト時代の芸術 

マジャパヒト時代にはカカウィンと呼ばれる詩による文学が盛んであり、ムプ・プラパンチャ(Mpu 

Prapanca)作の「ヌガラクルタガマ(Negarakertagama)」、ムプ・タントゥラール(Mpu Tantular)作の「アルジュナ

ウィジャヤとダルマカタナ (Kunjarakarna dan Dharmakatana) 」、ムプ・タナクン(Mpu Tanakung)、クンジャラ

カルナ(Kunjarakarna)共著の「ルブダーカ(Lubdhaka)」「ウルッタサンチャヤ(Wrttasancaya)」「バハナ・スカー

ル(Bahana Sekar)」、ムプ・ドゥスン(Mpu Dusun)作の「ダルマカタナ(Dharmakatana)」などがある。その他には

歌のような新しい文学が登場した。この歌には、「ウィジャヤカルマ歌(Kidung Wijayakrama)」「ハルシャウィ

ジャヤ歌(Kidung Harsyawijaya)」「ソランダカ歌( Kidung Sorandaka)」などがある。 

文学以外では、当時の家屋は外見がよいためにヌガラクルタガマのププ(pupuh)9にあるように建築美術

が栄えた。ヌガラクルタガマのププ 9には家屋の美しさに関してこんな詩がある。 

 

全ての家は柱が強く 

美しい彫刻が施され、美しく塗装されている。 

……………… 

屋根瓦は輝き 

 ことごとく目にしみいる 

心が惹かれる。 
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マジャパヒト王国の遺跡であると信じられているトゥロウランでは、素焼きでできた異物が発見されている。

遺物には人の像、動物の像、建物のミニアチュール、レンガ、井戸枠、土管、瓦、棟瓦、柱頭の覆い、花瓶、

kemuncuk, 器、神像の鋳型、水がめなどさまざまなものがある。 

 

1.4. マジャパヒト時代の宗教 

「多様性の中の統一(Bhineka Tunggal Ika)」という標語はタントラール作の「スタソマ(Sutasoma)」というマ

ジャパヒト時代の本から採用したものである。この標語の元々は「BHlNEKA TUNGGAL IKA TAN HANA 

DHARMA MANGRWA」であり、「外見は異なれど同一。両面をもつ真実は存在しない」という意味である。 

この文章は当時の宗教による生活規範を示したものである。というのは当時はヒンドゥー教にしろ仏教に

しろ共存していたからである。この記載は宗教上の指導者が、仏教もヒンドゥーも公平に扱われていたこと

を証明するものである。イスラム教は既にマジャパヒトの黄金時代に存在していた。モジョクルト県トゥロウ

ラン郡セントノレジョ村のトゥロロヨ(Troloyo)墓地にある墓石の先端は丸く、ハスとマジャパヒトの象徴の太

陽模様で飾られていて、古代ジャワ文字の年号が入っているのみならず、他の表面にはアラビア語の数字

が記されている。この墓石はマジャパヒト時代にはすでにイスラム教がはいっていた証拠である。 

 

1.5. マジャパヒト時代の法規 

庶民の生活をコントロールするために、マジャパヒト王国は、宗教と呼ばれる法規書にまとめられた法律

をもっていた。この法規書には刑法と民法も含まれていた。 

この書類において国民各人に有効な法規は宗教第六項にみられる。王の奴隷(高級官僚)といえども、一

回でも虚言を吐いたり暴力行為をおこなうなど,秩序を乱したものは死刑に処す。 

これ以外にもマジャパヒト法典 259 と 261項にはこうある。水田を放置したり、施設や家畜の世話を怠っ

た場合は罰金の対象とするか、窃盗犯として死刑とする。 

これは農業の振興や家畜の飼育は大衆と国家の経済に大きな影響をもたらすということを知っていたハ

ヤムウルク王に影響されているのである。農業と牧畜業以外にはマジャパヒト王国の収入は有形の王への

税金と任意の貢物であり、義務的な納税と貢物の量は王への忠誠を示す無形のしるしとなった。 

 

1.6 マジャパヒト時代の政治制度 

大国として、マジャパヒト王国は独自に正規の政府軍を保有していた。王は行政官として多数の官吏を

抱えていた。マジャパヒト王国政府のヒエラルキーはつぎのとおりであった。 

(1) 王 (Raja) 王国を指導する最高権力を持つ者 

(2) ユワラジャ/クマララジャ (Yuwaraja/Kumararaja) 王子と王女 
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(3) ラキャン・マハマントリ・カトリニ(Rakyan Mahamantri Katrini) 王国の政治を行う官吏 

(4) ラキャン・マハマントリ・リ・パキランキラン(Rakyan Mahamantri ri Pakiran-kiran) 官吏 

(5) ダルマヒャクサ(Dharmadhyaksa) 宗教分野の議長 

(6) ダルモパパティ(Dharmopapati) 寺院の維持管理や祭祀の実施、霊魂に関する宗教担当者 
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2. 博物館の紹介 

2.1 博物館設立までの経緯 

多数の熱心な専門家がトゥロウラン地域の遺跡調査を行った。トゥロウラン地区の最初の調査結果は

1815年にWardenaarによるものであった。彼はラッフルズ卿 (Raffles =英国シンガポール総督)からモジョク

ルト地域遺跡保存の仕事を与えられ、その成果は二冊の"History of Java " (1817)にまとめられた。この報

告書ではトゥロウラン遺跡はマジャパヒト王朝のものであることを述べている。Wardenaarに続き、W.R. Van 

Hovell (1849)と J.F.G Brumund (1854), Jonnathan Riggが調査を行い、彼らの調査結果は"Joumal of The 

Indian Archipelago and Eastern Asia"に掲載された。その中で J. Hagemanは"Toelichting over den ouden 

Pilaar van Majapahit" (1858)という題でトゥロウランとの関係を述べている。R.D.M. Verbeekは 1887年にトゥ

ロウランを訪れていて、TBG, XXXIH, (1889)に"Oudheden van Majapahit in 1815 en 1887"という記事を発表

している。その後インドネシア人であるモジョクルト県・県令の A.A. Kromodjojo Adinegoro (1849-1916)はトゥ

ロウランの遺跡保護に大変熱心であり 1914年には Candi Tikusを発見している。同氏はさらにマジャパヒト

の考古学的遺物の収集のためのモジョクルト博物館を創設した。"Comissie voor Oudheidkundige 

Orderzoek op Java en Madura"の一員であった J. Knebelは 1907年にトゥロウランの遺跡の遺物目録作成

を行った。続いて、N.J. Kroomは、金字塔ともいえる"Inleiding tot de Hindoe-Javansche Kunst" (1923)に述

べた特殊な方法でマジャパヒト遺跡について解説したのである。 

A.A. Kromodjojo Adiegoro 
Henry Maclaine Pont 
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トゥロウランの調査は 1924年に Oudheidkunddige Vereeneging Majapahitが設立されてからはより熱心に

おこなわれることになった。1925年には、トゥロウラン遺跡に深い興味を抱いた技師の Henri Maclalne Pont

がトゥロウラン遺跡博物館と遺跡発掘事務所を設立した。同氏は 1921年から 24年にかけてトゥロウラン遺

跡の発掘を行い、その調査結果を Nagarakrtagamaに記載されている事項と照合しトゥロウランのマジャパ

ヒトの都の復元図を作成したのであった。 

Henri Maclalne Pontに続いたのは 1948年発行の VKI, VII"De Kraton Van Majapahit" の著者である W.F 

Stutterheimであった。同氏はNagarakrtagamaの記載事項とYogyakartaとSurakartaの宮殿の建築様式や

装飾に関してはバリの寺院のものとを比べながらマジャパヒト王宮の再建に努力した。マジャパヒト寺院の

再建は、Nagarakrtagama の記載事項を基本として TH. G. TH. Pigeaudの手によっても行われた。そのスケ

ッチは"Java in en the 14th Century : A Study in Cultural History", 5 jilid (1960 - 1962)に添付されている。 

独立後は 1953年以降インドネシア共和国考古局のトゥロウラン分室が担当した。最近でもトゥロウランの調

査は遺産建造物の修復・保存も伴い熱意をもって続行されている。国立考古学研究センターは 1970年以

来現在まで発掘を続行している。発掘調査はガジャマダ大学の考古学教室、インドネシア大学の考古学教

室が手がけたこともあり、1987年以来毎年計画的に行っている発掘調査を通じてトゥロウランは考古学者

の卵の教育の場ともなっている。1983年以降現在まで東ジャワの遺跡保存事務所の協力の元、これら遺

跡の修復・保存の努力は史跡遺跡保護局が行っている。 

多数の考古学者とインドネシア歴史研究家によるトゥロウランに関する研究は、マジャパヒト時代におけ

る比較的大規模に都市がこの地域に以前に建設されたことがあることを信じさせることになった。多種多様

な考古学的遺物の中でも各種の記念となる建築物が再建された。しかしながら、早急に保護・保存を待ち

望んでいる考古学的遺物がまだまだたくさん存在する。 

 

2.2 博物館設立後の歴史 

以前にはトゥロウラン遺跡博物館としばしば呼ばれていた、東ジャワ史跡遺跡保護局運営による神像保

護事務所は約モジョクルト市南西 12kmに位置するトゥロウラン県に位置している。トゥロウラン地域はマジ

ャパヒト遺跡で有名であり、それゆえ同時代以降の大量の考古学的遺物を神像保護事務所が管理してい

る。上記の遺物は事実上住民による発見のみならず発掘を通じて入手されている。当初トゥロウラン遺跡

博物館は Kanjeng Adipati Ario Kromojoyo Adinegoro と lr. Henri Maclaine Pontが 1924年に設立した

"Oudheidkundige Vereeneging Majapahit" (OVM)の調査結果による遺物の集積のために利用された。マジ

ャパヒト王宮遺跡の調査をより積極的に行うために、当初ジャカルタに住んでいた Maclaine Pontはトゥロウ

ランに引越し、モジョアグン製糖工場から借りた家に住んだ。この家屋と土地はトゥロウラン遺跡博物館に

なっている。その後、トゥロウランのマジャパヒトの都の調査はさらに速やかに進んだ。1926年からこの博物

館は一般公開された。 

1942年に日本軍が占領した際、Maclaine Pontは捕虜になった。その一年後にジャカルタのあった遺物

事務所の萱嶋教授の命令でこの博物館は再開された。Maclaine Pont個人所有物はオークションにかけら

れたとともに残念ながら博物館の収集物の一部も売却されてしまった。それ以降、1963年にモジョクルト考
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古事務所が開設されるまで、博物館の運営母体は転々と変わった。モジョクルト考古事務所の管理下で博

物館は発展を遂げた。名称はしばしば変わったが、博物館の管理運営は齟齬をきたさず、その後 1979年

に同事務所は東ジャワ史跡遺跡保護局に昇格しその時東ジャワ遺跡保護事務所ができたのであった。 

年を追うに従い、トゥロウラン地区やそれ以外の地区からの集められた遺物は増加し、ついに 1987年に

はトゥロウラン遺跡博物館は、元の位置から南へ約 2km の地点に建設された建物に移転することになった。

この新しい建物は神像保護事務所と呼ばれ、旧博物館は東ジャワ遺跡保護事務所として使われている。 

 

2.3 保管所の蒐集物 

保管所の蒐集物は、最多数はトゥロウラン地域からではあるが、東ジャワの各地から集められた神像で

ある。神像の形状と材料から蒐集された工芸品は以下のように分類されている。 

(1) テラコッタ(素焼)、白い石、安山岩製のレリーフと神像 

(2) 鋳型や碾き臼、漁労用の道具などの生産あるいは工芸用の道具 

(3) 台所用品や装飾品、家屋の調度品やその他素焼や青銅、鉄、銀、金製品などの生活用品 

(4) 祭器 

(5) 武器 

(6) 碑文 

(7) 古銭 

(8) 磁器など 

このような大量の蒐集物の中で最も支配的なものは素焼きの神像である。形状分析によるとトゥロウラ

ンからの発掘物は二種類に分類される。 

(1) 器の形状を持ったもの: 鉢, 素焼きのコメの蒸し器,中型の水がめ、大型の蒸し釜、小型の壷、素焼き

の鋳型, サンバルを作る擦りおろし用の石皿,お椀、皿、水差し、土鍋、小瓶、急須、中華なべ、四角

の器 

(2) 器の形状をしていないもの: 鍋敷き石、直径 1m高さ約 50cmの井戸枠、,ランプ,建物の模型、水路よ

う壁、鬼瓦、瓦、峰瓦、投網の錘、グヌガン(ワヤンクリットの)、神像、おもちゃなど。 

上記の素焼き製遺物にはその種類と数量において特徴がみられるため、トゥロウラン神像保護事務所で

は素焼き製遺物のみを集めた特別室を設けてある。 

神像保護事務所は充分に広い 57,625m2の敷地を有するとともに、遺跡の発掘品を展示している。この

地域はマジャパヒト時代から居住地区とされていて、建物の横にそれが見られる。博物館の建物は二階建

ての本館とあずま屋ふうの吹き抜け構造になっている平屋の四棟から構成されている。博物館への見学者

がこれらの陳列品を理解しやすいように、蒐集物の付近に英語とインドネシア語で説明したカードを置いて

ある。その他には、博物館職員が常時待機していて見学者の質問に答えられるようになっている。 
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2.4 博物館陳列室案内  

2.4.1 神像保護事務所展示室(博物館)本館 

一階 展示室 A 発掘された各種の素焼製品を展示 

一階 展示室 B (非公開) 各種の粘土及び石製品を展示 

二階 展示室 A 各種の鉄、青銅、銀製の武器、祭器、古銭、板碑を展示 

二階 展示室 B 青銅および鉄製の馬具や牛につける鈴などと家具などを展示 

二階 展示室 C 鉄及び青銅、銀、黄銅製の家庭用品、装飾品、楽器を展示 

2.4.2 吹き抜けの展示室 

吹き抜けの展示室に展示されている蒐集物は安山岩、硬質の白色石灰岩、粘土製の各種の神像、レリ

ーフ、板碑、花瓶, 井戸枠、家の模型、水浴用水ため桶、六角のレンガなど。 

蒐集物の詳細は次の章に詳しく述べる。 

 

2.5 博物館の外観 

左側に見える二階建てが本館で、右側の吹き抜

けの建物が展示室になっている。 

博物館の入場券はこちら。これは 2007-01-31に

訪問した時のもので、今回 5月 18日は開館前に横

の入り口から入ってしまったため、入館料を踏み倒

してしまった。 

 今回の訪問のときには、いろいろな質問に対し

館長のアリスさんに直接答えていただけたのが幸い

であった。 

入場券 

http://www42.tok2.com/home/omdoyok/Indonesia/Aind-32/Museum/Aind-32C.htm
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心無い人たちの破壊行為の結果 
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3. 博物館のコレクション 

3.1 アメルタメンターナ Amertamentana 

発見場所 
マラン県アンペルガディン郡タマンサトリアン村 

Ds. Tamansatrian, kec. Ampelgading, kab. Malang. 

材質 硬質白色石灰岩(Tufa) 

寸法 高 = 250 cm, 幅 = 52 cm, 奥行き = 75 cm 

時代 マジャパヒト 

発見年 1969 

この寺院のミニアチュールは、命の水を探すヒンドゥーの物語であるアメルタメンターナあるいはサモドゥ

ラメンターナが浮き彫りされている。アメルタメンターナの物語はアディパルワの中の一つの物語であるマハ

バラータ神話第一部から取られたものである。普通は濠などで囲まれた真ん中に置かれるものであるこの

ミニアチュールの塔にはこの物語が刻まれている。この位置はアメルタメンターナをそれ自身で象徴してい

るのである。 
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アメルタとは神々の飲み物であり、永遠を象徴している。というのはこれを飲んだ人は誰でも死から逃れる

ことができ、のみならず蘇生できるからである。アメルタは海を攪拌することでできるものである。海を攪拌

する道具はマンダラ山である。一番下はウィシュヌ神の化身である亀で、バスキ神は蛇に化身してこの山に

巻きついている。その尾は神々に頭部は阿修羅たちにつかまれている。神々と阿修羅たちはかわるがわる

蛇の尾と頭を引っ張り、マンダラ山を回している。その少し後に次々と海から出てきたのは、まず天国の歓

喜の女神、ウィシュヌの妻である幸福の女神ラクスミ(Laksmi)、白い天馬ウチャイスルラヤ(Ucaisraya)、光り

輝く宝石のカウツッバ(Kaustusbha)、豊穣の木パリジャタ(Parijata)、最後はアメルタを入れた水差しを持つ医

術の女神ダアンワンタリ(Dhanwantari)だ。マンダラ山は神々が鎮座している場所とされるのみならず世界の

象徴と解釈されているジャワ島のマハメル(Mahameru)山としばしば同一視される。このようにして、命の源

であるアメルタを製造するために神々が働いているとこの物語は伝えている。 

 

3.2 ガルーダに乗ったウィシュヌ Wisnu naik Garuda 

発見場所 
パスルアン県グンポル郡ワナソニャ村のブラハン寺院  

Candi Belahan di Ds. Wanasonya, Kec Gempol. Kab. Pasuruan. 

材質 安山岩 

寸法 高さ = 170 cm, 幅 = 53 cm, 奥行き = 30 cm 

時代 クディリ 

発見年 記載なし 
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このウィシュヌ神像はアイルランガ王をガルーダを操るウィシュヌ神に具現化したものである。この神像

はモジョクルト神像倉庫に保管されていたが 1991年にこの博物館に移動されたものである。アイルランガ

王が王国をジャンガラ(Janggala)とパンジャル(Panjalu)に分割した後、同王は頭を丸めレシ・グンタユ(Resi 

Gentayu)と改名し修道僧となった。存命中アイルランガ王は王国の繁栄とダルマワンサ・トグウ治世下に起

きたヲラワリ(Worawari)王の攻撃による治安の不安定に混乱した国民の安定に貢献した。その経緯により

アイルランガ王が亡くなったときに、世界の平和維持を行う守護神で擬人法的に描かれた怪鳥ガルーダを

操るウィシュヌ神に祭り上げられたものである。ウィシュヌ神の乗り物として以外に、ガルーダも解放の象徴

とされクディリ王朝(Garudamukha)の象徴になった。聖像学においてガルーダは翼を広げ 2ないし 4本の腕

をもつ人間の体をもつ大鷲として表現されている。 

二本の腕は伸縮するように、残りの二本の腕は傘と水差しを持ち片足は蛇を踏みつけている。このデッ

サンはマハバラータの Parwa Iにあるガルーデヤの物語にしたがっている。アイルランガ王は 1048年に没

し、プナングガン(Penanggungan)山麓にある寺院群があるティルタ(Tirtha) - Belahan村に埋葬された。 

 

 

 

 

3.3 ビマ神 Bima 

発見場所  
プロボリンゴ県アンドウンビル郡ティリリス村 

Desa Tirils, Kecamatan Andungbiru. Kabupaten Probolinggo 

材質 安山岩 

寸法 高さ = 133 cm, 幅 = 49 cm, 奥行き = 48,5 cm 

時代 マジャパヒト 

発見年 記載なし 



トロウラン遺跡博物館 

嗚呼、インドネシア 第 32 話 18 

ビマ神はプンダワの五人兄弟のうちの二人目の男子である。このビマ神はワヤンの中でティルタパウィタン

ディ(Tirta Pawitandi)あるいはルチ神を招来するための象徴である聖水を大変な困難の後に作ることに成功

したものである。その力の強さと超自然能力により、15世紀はじめまで続いたマジャパヒト王朝の成功の最

期にはジャワではビマ神に対する崇敬が高まったのである。 

 

 

 

 

3.4 ムナクジンゴ Menakjinggo 

発見場所 
モジョクルト県 トゥロウラン村 字ウンガウガハン ムナクジンゴ寺院 

Candi Menakjinggo di Dukuh Unggah Unggahan, Ds. Trowulan, Kab. Mojokerto. 

材質 安山岩 

寸法 高さ = 143 cm. 幅 = 47 cm, 奥行き = 38cm 

時代 マジャパヒト 

発見年 記載なし 

この神像はモジョクルト神像倉庫に保管されていたが 1991年にこの博物館に移動されたものである。こ

の神像が発見された地区の住民によると、ムナクジンゴとと言う名で呼ばれていた。オランダの記録では次

の特徴からこの神像はマハカラ(Mahakala)あるいはバヒ・ラワ(Bahi Rawa)と呼ばれている。 

巨人のような容貌をし、目は大きく開かれ、蛇と右腕はナイフをつかんでいる。しかし、オランダの記録に

は記載されていないほかの特徴から、このミナクジンゴ神像は、翼を持つこと、拍車をつけた足、以前は嘴

を形どっていたと思われる破損した口の部分からガルーダを形どったものとも疑われる。 
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3.5 その他 

2007年１月 31日に訪問したときと、以下の地図と王族の系図が書きかえられていた。 

 

 

 Majaの木 
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4. トゥロウランの遺跡めぐり 

4.1 ウリギンラワン門 Gapura Wringin Lawang  S7 32'31.8" E112 23'28.1" 

ウリギンラワン門はモジョクルト-ジョンバン街道の 11km地点から南に約 200mにあり、行政区画ではモ

ジョクルト県、トゥロウラン郡、ジャティパサル村、字ウリギンラワンに位置する。 

この古い建物は、1815年以来ラッフルズの報告書でジャティパスル門(gapura Jati Paser)と呼ばれ知ら

れていた。1907年のネベル(Knebel)の報告書ではウリギンラワン門(Gapura Wringin Lawang)と言う名で紹

介されている。時々この門は「寺院」と呼ばれることがある。この建物はすべて赤レンガで造られ、東西を向

いている。基礎部分は 13 X 11.5mの四角形をなしている。復元作業前には、北の部分が 9m しかなかった

のに対して南の部分がまだ健在でありその高さは 15.5mあった。ウリギンラワン門の復元作業は 1991年に

開始され 1995年に終わった。 

この構造物はブンタール(bentar)寺院形式で、すなわち屋根を持っていない。bentar寺院は普通寺院群

や他の建物群の入口の門として機能する。この形状からウリギンラワン門は bentar寺院の機能と同じ機能

を持っていることは明確である。一般的に人はマジャパヒトの王都に入る門として結び付けているが、実際

のところ、この門は宮殿かあるいは他の建物に入る門として建てられたのか今でも確かに分かっておらず、

ただマジャパヒトの王都にあったひとつの建物群にはいる門であると考えられている。 

この構造物はブンタール(bentar)寺院形式で、すなわち屋根を持っていない。bentar寺院は普通寺院群

や他の建物群の入口の門として機能する。この形状からウリギンラワン門は bentar寺院の機能と同じ機能

を持っていることは明確である。一般的に人はマジャパヒトの王都に入る門として結び付けているが、実際

のところ、この門は宮殿かあるいは他の建物に入る門として建てられたのか今でも確かに分かっておらず、

ただマジャパヒトの王都にあったひとつの建物群にはいる門であると考えられている。 

 
正門から 

 
南西から見る 
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1990年当時の修復前の状態 

 
修復工事中 

 
レンガの修復 

 
1995年の修復終了時 
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修復前の状態 

 
レンガの積み立て 

 
工事中の状態 

 
修復後の状態 
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レンガの取り外し 

筆者註 

マジャパヒトの都には四つの門があり、北東にははこのウリギンラワン門、南東はバジャン・ラトゥ門、南西はチャンデ

ィ・クダトン、北西にはチャンディ・ブラフであると、バジャン・ラトゥー門のガイドが話していた。 

この門は国道ジョンバン・モジョクルト街道からすぐに見える場所にある。 

モジョクルトから来てこの門に入る直前右手にあるパダンレストランがこのあたりではお勧めである。特にイカのココナ

ツソース煮が美味しいのである。四人で食べて約 12万ルピアだからかなり高い部類に属する。 

 

4.2 チャンディ・ブラフ Candi Brahu S7 32'34.8" E112 22'28"  

ブラフ寺院は、行政区画ではモジョクルト県、トゥロウラン郡、ブジジョン村、字ジャンブ・メンテに位置する。

モジョクルト-ジョンバン街道に面した東ジャワ歴史考古遺跡保存事務所の前から北に 1.8kmである。 

トゥロウランにおける遺跡の構造物に主に見られるように、ブラフ寺院もレンガで構築されていて、西に向い

ている。平面は 18m と 22.5mの長方形をなし、残存する構造物の高さは 20mである。 

この建物は垂直方向で見ると三段になっている。脚にあたる部分は最下部で小さな部屋とテラスまでの

構造物で構成されている。脚の部分の上部にある胴体にあたる部分は小さな部屋を覆うとともに屋根の下

梁となっている。屋根部分は建物の最上部にあり小さな部屋をふさぐ形となっている。ブラフ寺院周辺に関

する以前の報告によると、ムトゥラン寺院(Muteran)や グドン(Gedong) 寺院, トゥンガ(Tengah) 寺院、グン

トン(Gentong) 寺院など、現在では崩壊してしまった他にもいくつかの寺院が存在したとのことである。これ

らり寺院群の周囲には、仏教風の合金製の古い祭器以外にも金製の装身具や金属製の神像も発見され

ている。建造物の形状と寺院の東南の屋上に置かれた残存するストゥーパの一部分から、ブラフ寺院は仏

教寺院であり、15世紀に建設されたものと推定される。 
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ブラフ寺院の歴史はトゥロウラン付近にある寺院群より古いとする意見もある。ブラフの名前は、ブラフ寺

院の約 45m西で発見された銅製の碑文であるアラサンタン(Alasantan)の中で述べられている聖なる場所、

ワナル(Wanaru)あるいはワラフ(Warahu)という単語と関係がある。この碑文はムプ・スンドック(Mpu Sendok)

がサカ暦 861年(西暦 939年 9月 9日)に作成したものである。調査中には灰や遺骸は一度も見つからなか

ったが、民間に伝わる伝承では、この寺院はブラウジャヤの暦王の遺体を荼毘にふした場所として機能し

たと言われている。この寺院の小部屋は現在空っぽである。ブラフ寺院は 1990年から 1995年にかけて復

元作業が行われた。 
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筆者註 

歴代の王の遺灰を納めるチャンディであり、Trowulan 遺跡群では最大のもの。このあたりは解像度が良いので

Google Earthでもはっきりとこのチャンディが確認できる。 

チャンディから見てその参道の方角は西から北へ 35度に向いていた。 

この近くにもモジャパヒト時代のいろいろな遺跡があるが、現地住民たちが農地として使うために破壊が進んでいる。 

Trowulan 遺跡を見学して不思議だったのは、このような恒久的な構造物を構築するのになぜ耐久性の低いレンガ

batu batah を使用したのかということであった。恒久的な構造物を作るのなら、ボロブドゥールなどの寺院に見られるよう

に、レンガではなく強度が安定していて加工しやすい安山岩を利用するのが技術的に正しいと思う。 

しかし、栄華を誇ったマジャパヒト王朝にも関わらず耐久性の低いレンガを使ったのはなぜだろう。レンガに使用する

粘土は遺跡の近くを流れるブランタス川が大量に供給したことだったろう。構造物に使われているレンガの焼結温度は、

現在のレンガの硬度から推測してみると稲の茎を焼いて得られる温度である 800度である。 

これ以上の温度を得る技術がこの当時なかったのは、素焼きのテラコッタ製品が大量に出土することは釉薬の技術

がなったことと、1000度以上を焼結に必要とする陶器はすべて中国製であったことから明白である。この根拠はこちらを

ごらんください。 

製陶技術が低いにもかかわらず、耐久性の低いレンガをあえて使ったのは、レンガがその当時としては最新鋭の技

術の成果であり、それを誇るためだったのかもしれない。 

あるいは Majapahit 王朝は、安山岩が採掘される山岳部を平定していなかったため材料の入手が困難であった可能

性がレンガを多用した理由として推測される。 

4.3 チャンディ・グントン Candi Gentong  

グントン寺院はブラフ寺院の東側 350mにあり、行政区画ではモジョクルト県、トゥロウラン郡、ブジジョン

村、字ジャンブ・メンテに位置する。 

グントン寺院が発見された初期にはただの土の塊であった。1994年から 1998年に詳細な発掘調査が行

われた。覆われていた土をすべて取り除いた後、その構造物は寺院建築物の基礎部分であることが分か

った。平面的には西を向いた山門で正方形をなしていた。 

この建物は平面的には 23.5m x 23.5m であり、高さは 2.45mであった。この発掘調査中に数々の異物が

発見された。遺物には元と明時代の中国産磁器のかけらや陶器の一部、中国の通貨、金製品、ストゥーパ、

仏像などがあった。構造物の形状とストゥーパと仏像から見ると、グントン寺院は仏教寺院で、14世紀に建

立されたものであると推定される。 

 

http://omdoyok.hp.infoseek.co.jp/Indonesia/Fushigi/Fushigi45.htm
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筆者註 

 近隣住民が遺跡のレンガを持ち出して、それを粉砕してレンガを作るために再利用している。現在では柵で周りを

囲み、屋根で覆って降雨による侵食を防止している 

 

4.4 スガラン池 Kolam Segaran S7 33'34.1" E112 22'54.2" at Southwest corner  

スガラン池は行政区画ではモジョクルト県、トゥロウラン郡、トゥロウラン村、字トゥロウランに位置する。モ

ジョクルト-ジョンバン街道のトゥロウランープンドポアグン街道の交差点から南に約 200mの位置である。 

この池を発見したのは 1926年にマクライン・ポント(Maclain Pont)であった。当初は貯水池は全て土で埋

まっていた。一年間とはいえ1966年にスガラン池が復元作業が行われ、新規の計画と方針を持って行われ

た復元作業は 1974年に実施され、1984年に終了した。スガラン池の機能はいまだはっきりしていないが、

中国の歴史書や地域住民に伝わる話では、この池はレクリエーションと外国の賓客をもてなすために利用

された。この貯水池は、375m長で 175mの幅であり 2.88m高の壁は 1.6mの厚さがあり約 6.5ヘクタールの

広さがある。入口は西側にあり、この貯水池はレンガが接着剤なしで積み上げられている。レンガ同士の密

着にはお互いをすり合わせて平らになるようにしたものである。東南の部分には貯水池への水の引入れ口

が、さらには南西には排水口が設けられている。この水路は南西にあるドヲ(dowo)集落の養魚池と南にあ

るブンダル(budar)集落の養魚池とつながっている。現状からは導水と排水路と思われる。当初スガラン貯

水池には貯水の機能を持たせていたと疑われる。この記念的構造物は環境との調和をはかったマジャパヒ

ト王朝の能力を映しだす水工工作物技術の成果である。専門家によれば、この池はネガラクルタガタマ書

での「湖」と言う言葉と同一と思われる。 

 

南西の角から北を望む (同行の岡田聡さんからいただいた写真) 
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筆者註 

現在、この池では魚の養殖が行われていているようで、投網を持った村人たちが目に付く。 

説明書では、レンガを擦りあわせて水が漏れないようにしているように見えるが、レンガの間には粘土を詰めて水密を

保っているはずである。 

この池の東側に王宮があるが、水上の催しを行うための水際に下りる階段が見つからないのが変である。 

 

4.5 バジャン・ラトゥ門 Gapura Bajang Ratu S7 34'04.0" E112 23'55.5" 

バジャンラトゥー門は行政区画ではモジョクルト県、トゥロウラン郡、トゥモン村、字クラトンに位置し、モジ

ョクルト-ジョンバン街道から南へグリグック集落の交差点を東に 1.3km進んだ地点にある。 

この門は概観からその上に屋根を持つパドゥラクサ(paduraksa)形式の門であることが判る。安山岩でで

きた入口の扉の敷居部分を含んだ階段の床部分以外の主部材はレンガである。平面的には 11.5m と

10.5mの四角をなし、高さ 16.5m、通り抜けの部分の幅は 1.40mである。垂直方向では、バジャンラトゥー門

は脚と胴、屋根の三つの部分に分けられる。さらにこの門には二方向に向かって翼と塀がついている。門

の脚の部分にはスリ・タンジュン(Sri Tanjung)の物語が描かれた panilの装飾が施されている。胴体の部分

には蔓科の植物とともにサソリの装飾が施されている。一方、四角形の頂上を持ち層状に積み重なった形

状の屋根になっている。この屋根には装飾が施されている。ライオンに挟まれたサソリの頭、太陽の浮き彫

り、脚のある竜、ガルーダの頭部との浮き彫りと一つ目の巨人キュプロスの浮き彫りがある。これらの浮き

彫りは危険を回避し神の加護を求める機能を有している。門の右側の翼に当たる部分には、巨人とサルと

の戦をモチーフにしたラマヤナ物語の浮き彫りで飾られている狭い panilの形状をした塀でできている。扉

の左右には耳が長い動物の彫刻がなされている。バジャンラトゥー門の名称は 1915年の Oudheikunding 

Verslag (OV)に初出した。この門を調査した専門家の話では、バジャンラトゥー門は 1328年のジャヤネガラ

王の死去と関係があるとのことである。パララトン(Pararaton)書では「Sira ta dhinarmeng kapopongan, 

bhiseka ring Crnggapura pratista ring Antawolan」とジャヤネガラ王が 1328年に死去したと言っている。クロ

ム(Krom)によると、パララトン中のアンタウラン(Antawulan=現在のトゥロウラン)はナガラクルタガマ中のス

リ・ランガプラ「Cri Ranggapura」と同一であり、一方パララトン中の・スルガプラ(Krom Crnggapura)はナガラク

ルタガマ中のアンタルサシ(Antarsasi)と同一である。それゆえ纏めると、ジャヤネガラ王のダルマ(聖所)は

別名クルガプラあるいはクリランガプラというカポポガン(kapopongang)集落にある。聖なる建物プラティスタ

ニャ(Pratistanya)はアンタウランあるいはトゥロウランにある。このように、バジャンラトゥー門は、サカ暦

1328年にウィシュヌ神としてこの世に再生するとナガラクルタガマ中で言われているジャヤネガラ王の死去

を記念した聖なる建物に入る入口であると考えられている。この考え方はスリタンジュンの浮き彫りや輪廻

からの解放の象徴を意味する門の翼の存在が支えている。 

ラマヤナの浮き彫りや耳の長い動物の浮き彫り、竜の浮き彫りから見ると、この門の建設時期ははっき

りしていないが、バジャンラトゥー門は 13から 14世紀のものであろうと思われる。1915年にオランダ東イン
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ド政府が行った硬化作業以外には建設当時からこの門はいまだかつて復元されたことはなかった。1989年

に、バジャンラトゥー門の復元が始まり、1992年にこの作業は終了した。 

 

 

南側入口付近から 

 

南から、手前の道路は修復時に付け足したもので、門

の中心を通っていないのがさすがインドネシアである。 

門の鴨居の部分の彫刻 

現在でもバリで行われている彫刻と全く同じものである

カーラは広く東南アジアの遺跡に見られるものである。 
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1981年の修復前の状態 

 

修復工事中 

 

レンガの積み上げ作業 

 

1993年の修復後の状態 

 

筆者註 

この門のガイドの話では、この門の左右には地表に残っている基礎の上に塀が続いていたが、近隣住民が取り外し

たものもあるとともに、修復作業の際に取りはずしたものもあるとのことであった。 
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この門から東側20mに柵があり、その外まで塀はつながっていたが、私有地であったため塀はすべて撤去されてしま

った。ただし、この公園になっている地域は古くから「マジャパヒトの土地」として近隣住民に知られていて、耕作地には

せずこの門の北側は墓地となっていたとのことであった。 

また、結婚式などのお祝いには村人たちがこの公園に集まり幸福を祈るとのことである。  
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4.6 チャンディ・ティクス Candi Tikus S7 34'18.3" E112 24'12.7" 

ティクス寺院(Candi Tikus)は行政区画ではモジョクルト県、トゥロウラン郡、トゥモン村、字ディヌクに位置

し、バジャンラトゥー門から南東 500mの地点にある。 

この寺院はモジョクルト県令であった R.A.A.クロモジョヨ･アディネゴロによって 1914年に発見された。当

時トゥノム(Tenom)地域とその周辺はねずみの害に襲われていて、駆除しようとするとネズミ達は毎回きま

ってとある盛り土の上にある穴に逃げ込んでしまった。県令の命令でその穴を掘り進んでみるとその内部

は建築物であったのがわかった。このティクス寺院は 1984年から 1989年にかけて復元された。全般的に

見ると、地表から約 3.5m下がった位置に作られたこの構造物は沐浴場の構造をしていることがわかった。

それゆえ、床面まで降りるためには北側にある階段を使わざるを得ない。 

構造物の平面は 22.5m x 22.5m の正方形で、全高は 5.20mである。主要構造物、テラスと池の構造材は

レンガであり、マカラ(Makara=頭が野獣の形をした古代の彫刻)と紅白の蓮の彫刻が施された水の吹き出し

口には安山岩が使われており、噴出し口のうち 19個はトゥロウラン神像保護事務所に保管されているとは

言え、この吹き出し口は46個存在する。吹き出し口以外には、導水路が主要構造物の裏側にあたる南側、

に、排水路は進入階段付近の北側の床上にある。主要部分は、8本の塔がある第一テラスと 8本の塔のが

あり、その角は基礎の角と同じ向きにある第二テラスに囲まれた中心に位置している。 

建築的視点から見ると、ティクス寺院は、マハメル山を中心とする宇宙の概念をモチーフにしたと想像さ

れる。同山の頂上には何体かのデワが鎮座していて、マハメル山から流れ出る水は聖なる水アムルタと理

解できる。マハメル山が聖なる山であるという概念はヒンドゥー教と仏教ではよく知られており、ティクス寺院

はヒンドゥー教と仏教徒によって聖なる場所とされた沐浴場である可能性が極めて高い。それゆえ、主要構

造物はそれよりも小さい八つの峰で囲まれた主峰があるかのように形作られている、上部に行けば行くほ

ど小さくなる構造物であるティクス寺院はマハメルの複製あるいは象徴を構築している。 

 

西側から見た全景 
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南西側から見る 

 

修復前 1983年当時の状態 

 

修復作業中 

 

1989年当時の復旧前の状態 

 

修復後水を張った状態 
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復旧前の状態 

 

レンガの撤去作業中 

 

レンガの積み立て作業中 

 

修復後水を張った状態 

 

筆者註 

この遺跡が発見されたときには小高い丘の下に埋もれていたということであるから、マジャパヒトが滅亡した

直後に火山の大噴火があったのかもしれない。ジャワ島の王朝の興亡は火山の噴火と大きな関係がある。  
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4.7 チャンディ・クダトン Candi Kedaton S7 34'12.8" E112 22 46.5" 

クダトン寺院(Candi Kedaton)は行政区画ではモジョクルト県、トゥロウラン郡、セントノレジョ村、字クダトン

に位置し、プンドポアグン(マジャパヒト初代王が瞑想を行った場所)の南方約 500mの地点にある。 

クダトン寺院は、スムール・ウパス(Sumur Upas)とも呼ばれており、この場所にあった穴(スムール)に昔入ろ

うとした人があり、ある程度入ったところで体がだるくなった。それゆえ後日この穴は毒の穴(スムール・ウパ

ス)という名で知られた。この穴は現在大きな石の板でふさがれている。 

この地点にはいくつかの構造物が存在する。主要構造物はひとつの構造物の基礎部分にあたる入口前

の北東部にあり、12.6m x 9.5mの長方形で 1.58mの高さがあり、でたらめな積み方のレンガで構築されてい

る。この建物の前に、85cm x 85cmの正方形をなすれンガで作られた古い井戸がある。この地点での他の

建物は主要構造物の南に隣接している。この場所は以前、毒の穴と通路がその上にある土の山であった。

この遺跡の発掘後、互いに積み上げられた構造をもつ形状であることがわかった。この構造と上部構造物

の基礎から見ると、このクダトン寺院は居住用に作られた建物であると考えられる。この地点で発見された

遺物には陶器の破片と素焼きの神像、安山岩製の神像、外国製の磁器、古銭、金製品、人骨がある。 

発見されたものの大部分が中国製の外国産磁器、14-17世紀の明の時代と 13から 14世紀の元の時代

のものである。これらの遺物の分析の結果、クダトン寺院はたぶん少なくともその同時期である 13から 14

世紀に建設されたものと思われる。 

クダトン寺院群から 200m西方には、かなり大規模な礎石からなる考古遺跡が 20箇所あり、それらは東

西方向に平行に並んでいる。 

 

保護中で発掘作業はぼちぼち 
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北西側から見た状態 

 

西側から見た状態 

 

レンガ積み作業中 

 

復旧後の状態 

  

  

  

筆者註 

このクダトン寺院は、最後のマジャパヒト王が消滅した場所とも言われている。現地の管理人の話によると、下の写真

で石の板でふさがれている穴から王族一族が地下のトンネルを通って逃亡した。そのトンネルの一端はラウ山のチャン

ディ・チェト寺院に、もう一つは南海岸に、さらにはバリにまでつながっている、という奇想天外のことである。この穴には

マジャパヒト王が用いた呪術という武器が隠されているとのことである。翌々日チャンディ・チェトで聞いたところ、トゥロウ

ランとトンネルでつながっているという話はなかった。 

ジャワ暦の決まった日の夜には現世利益を求める人たちがこの石の上で瞑想を行うという相当に胡散臭い穴であ

る。 

この遺跡には玉石を敷き詰めた通路と思しき構造物があり、その表面は地表下約 1.5mである。 

この遺跡の構内(案内板の近く)にある古い井戸の水はそのままでも飲めるとのことで車つるべでくみ上げてもらい、い

ただいてきた。軟水である。下痢はしなかったので普通の日本人でも大丈夫だろう。井戸の水位は地表面から約 5mで

あった。勇気ある方は霊験あらたかな井戸水を! 
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4.8 トゥロロヨ墓地 Makam Troloyo 

スントノレジョ地点は行政区画ではモジョクルト県、トゥロウラン郡、スントノレジョ村、字シドダディに位置

し、クダトン寺院群から約 750m南方の地点にある。 

墓地と tralayaに関して最初に発表したのは 1878年に発行されたJAVA Jilid IIという本の中で、P.K. Veth

であった。Vethは、tralaya墓はアラビア文字の碑文があるといっている。Tralaya墓に興味を抱いた他の専

門家達には Verbeek, Knebel, N.J.Krom などがいる。トロロヨの最新の調査は L. CH Damaisが行ったもので

ある。墓標の文字の解読以外に、彼もマジャパヒトとの関係をさがそうと研究を行った。 

トゥロロヨ墓地群は三つの主要な墓地群から構成されている。そのひとつはワリソゴ(Wali Songo)のグル

ープであり、二つ目はシェク・ジャエラニ・クブロ(Syech Jaelani Qubroh)、三つ目は七墓である。墓標の外面

に記載された碑文は通常アラビア文字でトイバア(Thoyibah=「アッラーの他には神はない」の意味)の文章

が盛り込まれている。トゥロロヨで興味を引かれるのは脱落している文字が碑文に存在する点である。さら

に、描かれた文字の書き方にも不自然な点がある。墓標の頭部の中はマジャパヒトの太陽の浮き彫りで装

飾されていて、このマジャパヒトの太陽には、雲の周りに放射状に出ている先がとがったロンタール(lontar=

昔文字を書いたやしの葉)と呼ばれる装飾がある。トゥロロヨ墓地群にある数十基の墓標からは、ひとつとし

てその墓に埋葬された故人の名前がないが、ひとつだけ小さな破損状態がひどい墓標には「Zain没年

874H」と思われる名前が書かれているように思われる。この石碑はアラビア語を用いアラビア文字で書か

れている。他の墓石の碑文は主に「KULU NAFSlN ZAIQATUL MAWTI FAINNAMA UJURAKUM YAWMAL 

QIYAMATI」(命を持つものはすべて死を感じ、最後の審判のあと神の意思は完成する)とかかれたものであ

る。得られたデータから、記載されているのは 1376-1611年のヒンドゥー時代からの装飾の柄、混乱を招く

アラビア文字の記述と墓標の大部分は埋葬者の氏名が書かれていないこと、その他には、死と「アッラー

の他には神はない」というムスリムたちにリマインドさせる意味を含んだクルアンの聖句がある。なぜなら、

トゥロロヨ墓地はマジャパヒトの王都の中にあり、専門家たちは、トゥロロヨに埋葬された人たちはイスラム

化したマジャパヒト王家の人たちであり、イスラムの伝播が1376年以前にジャワの内部に入り込んでいたと

まとめている。 

 

筆者註 

墓標に脱字があることからみるとイスラムの到来間もない頃の墓地なのであろう。 

トゥロウラン博物館長のアリス氏の話によると、マジャパヒト王朝が滅びた後、イスラムがまだ浸透していなかった地方

では、元の原始信仰に戻ってしまったとのことだった。それゆえ、ポリネシア風の彫像が見られるとのことである。 
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4.9 ブレ・カフリパンのヨニ Yoni Bhre Kahuripan S7 30'55.3" E112 23'46.6"  

ブレ・カフリパン(カフリパン女王の墓所)のヨニはブラフ寺院から東北約 4kmの地点にある。 

トゥロウラン地域の遺跡に関する記事に記したように、この地点も遺跡周辺に建物を建てたりする住民に

よって汚損されている。この遺跡はパティ・ウダラ(Patih Udara)という名で知られる人によって祀られている。

観光対象はヨニと神像か石碑を作ろうとした大きな転石である。 

ヨニは、男性の象徴であるリンガの台となっている女性の象徴である。 

ヨニには、パララトンによればハヤムウルク王の生母である現在のモジョクルト県トゥロウラン郡に含まれ

るパンギー(Panggih)地域に埋葬されたトゥリブアナ・トゥンガデウィ、別名ブレ・カフリパンがの亡くなった年、

サカ暦 1294年(1372年)の数字が刻まれている。 

 

ブレカフリパンの墓所 

 

墓所入り口 

 

墓石全景(2007-01-31) 

墓所内部にはこのような破壊された像があった。 よく

よくみると線刻の痕がわずかに残っている。この付近は

狂信的なイスラム教徒が多く、それに破壊されたもので

あろう。 
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女王の侍女と墓所とされる建物 

入り口には Petilasan Sabdopalon Noyogenggang と書いて

ある。 

 

墓所の内部 

参拝者がまだあると見えてお線香たてがあった 

ブレ・カフリパンのヨニ これらは女性器を意味するヨニである。 

  

 

 

ヨニとリンガとは実はアヌンナキが人間を作った時の記念

なのか。 あるいは、農産物から油をとるための圧搾機で

はなかったのか。 
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遺跡の紹介図(現状とずいぶん違うところがインドネシアなのである) 

  

 

モジョパヒト王朝の王様の系図 

ヨニの向きは下図の通りである。 
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Location Map of Yoni Kahuripan 
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4.10 チャンパ姫墓地 Makam Putri Campa S7 33'20.5" E112 23'05.7" 

この墓地はスガラン池からそう遠くない場所にあり、地域住民が祀っているこの墓は縁日、特に金曜日

のレギの前の晩、にはトゥロウラン以外からも沢山の参詣者がある。 

サカ暦 1203は菩提樹を植えた事件があった。 

 
円柱の手前に見える穴がこの菩提樹が植わっていた場所である。この菩提樹は

数十年前に枯れてしまった。 

遺跡の説明書にはこの事件が何であったかかかれていなかった。一般的に言うと「菩提樹を植える」とい

うことは何かの悲劇が起こったことを意味している。 

ウエブサイトで探索した結果、この年にベトナムにあったチャンパ王国が蒙古の軍隊に占領されたことが

わかった。チャンパとジャワは別なページに記したように海のシルクロードで深いつながりがあった。それゆ

えこの元寇で大量のチャンパ人がジャワに避難民として流れ込んだのだろうと思われる。避難民のほとん

どは王朝の貴族たちとその従者たちであり、その中には技術者も含まれていたはずである。この技術者た

ちが祖国チャンパの建築様式とジャワ固有の建築様式を混ぜて、トロウランのチャンディなどを建設したと

思われる。 

チャンパの姫の名は民間伝承に現れる名前であり、ジャワ古代数字で書かれたサカ暦 1370年(1443)の

数字が入った墓石は遺跡の価値の対象となっている。墓標は主墓と第二庭の二箇所に分かれ、主墓のも

のは高 62cm、幅 32cm,厚 13cmであり、もうひとつは高 32cm、幅 22cm、厚 11cmである。この墓所はおし

むらくはイスラムに改宗したマジャパヒト王家の一族のものと思われる。 
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墓所の入り口の門。ジャワ風ではなく、アラブ風でも中国風

でもない独特のスタイルである。 

 

入り口の門から入ったところにある内門。 

 

チャンパ姫墓所からみた最も奥の門。 

 

手前がウィジャヤ IIIのお妃、奥がチャンパ姫の墓 

 

同じ墓所を反対側からみたところ 

 

チャンパ姫についてきたという従者の墓 
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この墓所の管理人。写真はお断りといったが隙を見てパチリ 

左の写真の女性は、代々この墓所を守っている人の

奥さんである。 

どういうわけか、旦那さんではなくてこの夫人が墓所

を守る運命にあるとご本人が言っていた。 

ごらんのように「鄙にはまれなる」容貌を備えているの

で、チャンパ人の末裔ではなかろうか。 

ちなみにこのサイトの筆者は「外人離れ」した容貌の

持ち主である。 

 

このときもいつものとおり、墓所で故チャンパ姫に話しかけたところ、彼女はベトナムの生まれではなくジ

ャワで生まれたといっていた。管理人さんの話では故人はベトナム生まれだとのことだった。まぶたに現れ

たチャンパ姫の面影は気品を備えたかなり高齢の女性であった。 

最初に故人とコンタクトを取ろうとしたときに現れたのは、おかしなことに隣に埋葬されているウイジャヤ

三世のお妃であった。この方は 40代と思われるふっくらした色白の美人で、「チャンパ姫に話しかけるなら

反対側に回りなさい」というメッセージが届いた。そういえばこのお妃のお墓を飛び越してチャンパ姫に話し

かけていたのであった。 

写真を見てわかるように、この墓地は全てイスラム式で埋葬されていて墓標にはジャワ文字で何かが記

されている。マジャパヒトといえばヒンドゥー教と深い関係があるが、その初期からイスラムが伝播していた

ことがこの墓地から見て取れる。ジャワでのイスラム布教に力を貸したのは皮肉にも蒙古人であったのであ

る。 
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4.11 長い墓地 Kubur Panjang 

この歴史遺産は、モジョクルト県、トゥロウラン郡、トゥロウラン村 字ウンガウガハンに位置し、チャンパ

姫墓所から遠くない場所にある 

この墓地の古さは、特に金曜日のレギの前の晩に民衆が頻繁に参詣する他の墓所のような墓地である。

墓石にはサカ暦 1203年(1281)の数字がみられる。1900年頃に発見した J. Knebelによると磨いた石で作ら

れている。この石は長 50cm,幅 35cm、厚 10cmである。墓石に古代ジャワ文字で示された「Pangadegning 

Bodhii 1203」(サカ暦 1203年に菩提樹を植えた事件があった)という記事を示している。 

 

筆者註 

 今回 訪問しなかったので写真はありません。あしからず。 
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4.12 プンドポ・アグン Pendopo Agung S7 33'59" E112 22'48" 

この項目はパンフレットになかったので、知己などに尋ねて起こしたものである。 

博物館から南に下る道を約 1km進んだ地点の右側にある。 

マジャパヒト初代のウィジャヤ王がこの地で瞑想を行い、王国を建設したとのことである。この地には特

に目立つ遺構はなく、考古学の範囲からは外れているが、陸軍東ジャワのブラウィジャヤ師団がこの地に

大型の吹き抜けの建物を立て、名所巡りの旅のためのひとつの観光地となっている。 

 

ウィジャヤ王の立像 

 

ガジャマダの胸像 

同行の岡田聡さん提供の写真 

 

筆者註 

これは遺跡ではないが、近くを通りかかったのでちょっと雨宿りしてきたもの。駐車料金を踏み倒してきてしまったのだ 
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4.12 市場と壁跡 Pasar & Wall S7 33'55.3" E112 22'57.4" 

2007-11-01にトロウラン博物館を訪ねたのは閉館直後であり、館長以下全職員が帰宅したばかりであ

った。どうしても館長にお会いしたく守衛さんに自宅まで案内してもらった。 

館長さんとの談笑の間、二週間前に新しく遺跡が見つかったので、正確な位置を計測して欲しいという依

頼があり、その足で新しい遺跡を尋ねた。 

このウエブサイトでこの遺跡を初めて公表させてもらえるのは光栄な限りである。 

盗掘を防ぐためにこのページは当分日本語だけにしておくつもりである。 

発掘は下図のように隣接する三箇所で行われており、深さ約 3mのトレンチが掘られていた。夕方で光量

が足りないため解像度が低い上にぶれているのをご容赦ください。 

 

 

 

Trench ES 
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Trench EN 

  

  

Trench C 
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Trench W 

レンガの厚い壁が Trench Wに最もきれいに見える。 

この壁は厚さから見て、トロウランの外壁をなしていて、この場所はヌガラクルタガマの記述内容からみると

市場ではなかったかと思われる、と館長のアリスさんは言っていた。 

いずれにせよ、発掘の結果が待たれる次第である。 

 事実この外壁遺構の西側の土地には小学校が建っており、外壁の中心線を延ばした先は校舎のすぐそ

ばを通るため、建物を移さなければならないかもしれない、とのことであった。 

この地域は農業地域ではあるが、人口増加に伴う住宅の増加で、発掘には立ち退きなどが必要なってくる

のでできるだけ早く発掘を行わなくてはならない。 

 

この遺構を発見して報告したのはこの土地を耕していた農民で、奥さんにはいつも「遺物が出たら博物

館に連絡するのだ」と言っていた、という。 

このトレンチもこの農民が自分で掘ったものであるとのことであった。この功績でこの農民は発掘のため

の臨時職員として雇われることになったとのことである。 

館長のアリス氏の話では、トロウラン遺跡は数メートルの火山灰に埋まっていたので、多数の遺跡が残

っているとのことであった。この遺跡の南部にはアルジュノ、カウィなどの火山がたくさんあるが歴史に名前
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を残すような大噴火の記録はない。小噴火を繰り返してこの遺跡が埋没してしまったのだろう。さらにこの

遺跡を作った人たちの大多数は火山灰に埋もれた土地を離れてしまい、その後数百年してから別な土地

から別な人たちが移住してきたのであろう。それゆえに遺跡の保護にはあまり熱心ではなかったのだろう

か。 
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